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の2004年度予算決まる!!

ごみの有料化10月より実施。

指定袋の値段

52用 (ミニ)9円

102用 (′卜) 18円

202用 (中) 37円

402用 (大) 75円  ■

長期的なごみ減量計画の中での

有料化位置づけが大切。数値目

標、実施計画の具容性がない。
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(書ききれませんが、一部

コメントつきで御紹介します)

… Ⅲ…Ⅲ―_rl[節 藁 酸夏【瓦る:庫】)' ど  ■トドT , 上_ _ _ _

莫大な費用。本当に必要なの?

生活道路ではない。

公立長房西保育園の

民間委託準備

上長房分校休校

ド地域に開かれた学校の実践例を
つぶしていいのだろうか。
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不登校対策の小中一貫検 ・高尾山学園開校

《琥
一方的な民間委託は市民と

の協働の姿勢に反する。

はちバス東部ヨース運行はじまる

い ア
」

お

て中心市街地の空,同化をさらに

すすめるのではないか。

新市民会館建設に向けて調査開始

再開発ビルと抱き合わせのペデス
トリアンデッキGoサ イン!

具体的な計画が見えないところに

予算をつけるのはおかしい。
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圏央道北インター周辺の

物流拠点化 (将来)
れ

八王子をトラック輸送のまちに

したら、自然が壊れる。高尾山

ゲ
泣いている。
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入学者 小学校i 16A
中学ぽ !103人

(八王子市外の入学者約35%)
合螺額就計宮丸繰豊づ
限ど強めることで実施されるわ

けではない。    
‐■.il・

その他
・八王子駅北日周辺に防犯

カメラの設置
・ドメスティック ・バイオレ

ンス対策として、緊急一時

保護宿泊費助成
・学カテス ト

(小6、 中 1)実施
,小学校の校合耐震補強工

事の推進 (完了は平成18年)

中学校は順次着手
・学童保育の未設置解消
・パークアンドバスライ ドの

整備
・精神障がい者を対象として

ホームヘルプサービス開始

など
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(八王子市報 3月 1日 号参照)

消防費

蟹管認や
∞万円_＼
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諸収入     繰入金

裸《‐暑読勢i
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だれでもトイレがやっとできます

土木費
121億 1,900万円
74%



岱

千欝等特勲1毒員会(千欝鍵に反対しました)

錐市民会館建設について

税収減、高い公債比率、増加する扶助費といった厳しい

財政運営のなか、市長は予算の提案説明のなかで、「市

民の視点」、つまり市民が行政に何を求めているかとい

う観点と 「コスト意識」、つまり経費に見合った効果が

得られるかという観点から16年度予算を編成したといっ

ています。この場合、「市民の視点」とは、高齢化が進

んできていること、また、障がいがあつてもなくても地

域のなかで誰もが安心して暮らせる仕組みが必要である

こと、男性も女性も共に性によって差別なく人権が保障

されること、安心して子育てのできる環境が求められて

いること、などに配慮する視点であると考えます。また

「コス ト意識」というならば、投下された金額と期待さ

れる効果のバランスがとれているか、また、どういった

内容の支出であるのかが説明されている必要があると考

えます。この視点から質問いたします。まず 「コスト」

の視点から見て非常に不透明なのが再開発ビル内に建設

予定の新市民会館の事業です。市民会館の整備として約

1000万円が計上されているのですが、この費用の内訳は

どのようなものでしようか。

鉄道騒音等を測定して、必要となる防震対策を検討する

ためのものです。

騒音調査がこれからというのは、駅近くの建設というこ

とで、大きな支障もありうるということですか。

ホール建設につきましては、外からの騒音振動防止、ま

た、ホールが外へだす振動防止の両面について検討を必

要とします。

どのような舞台装置や整備になるかは、これからの検討

委員会の基本構想、基本計画によるということであるな

らば、この施設に市としてどれくらいの予算をかけられ

るかは、現時点ではまったくわからないということです

か。いちょうホールの建設においては土地取得代を除い

て約120億円かかっているのですが、その程度の費用が

かかると思っていいのでしようか。具体的に建設完成ま

での費用概算がわかっているならばお示しください。

施設の内容によって異なるので試算することは適切でな

いと考えている。

金額が確かでない、立地にたいしても不安がある。どの

ような内容にするかもこれからである。いちょうホール

よりも規模の大きい2000人程度が収容できるホールを作

ることに市民会館の建設の意義があるとするなら、費用

的にも市の財政を大きく圧迫することは目に見えていま

す。「コストの視点」から見て本当に必要なのでしよう

か、はなはだ疑間です。次に 「市民の視点」からの検証

です。この市民会館の建設については、駅前の再開発と

一体となった整備をすることで賑わいを作りだし、ノ(王

子の顔として南北一体の活性化を図ることが求められて

いるというご説明を聞いています。では何にようてこの

賑わいを図るのでしようか。そしてそれが市民会館の建

設とどのような関係があるのでしようか。昨年の市民会

館の利用率は45%、 年間173件の利用のうち、1500人規

模以上の催 しはわずか40件しかありませんでした。ま

た、平成15年の第35回市政世論満足調査によれば、映画

も合めた鑑賞の機会は年 1,2回 、年 1回 という人あわ

せて65%と なっています。また、平成15年度調査にはな

い項目を少し古いですが平成10年の同じ調査から拾って

みると、公演に行く場所として23区内、多摩地区を挙げ

た割合 は、2 0 歳代 で8 0 0 / 0 、3 0 歳代 で7 0 0 / 0 、4 0 歳代 で

67%、 50歳代で76%、 60歳代でも60%と なっています。

こういつた統計からみて、建設しようとしている市民会

館の利用率をどの程度と予測しているのでしようか。

答 :駅 前という最高の立地を考えて、我々が目指すのは100%

を目指さなければいけないんですけれども、現実には他

の類似施設と同程度以上、これを確保していきたい。

パ基盤整備事業について

中央道インター北地区の基盤整備についてです。産業振

興は市の重要な施策であることを認識していますが、中

心市街地から3 km程度の距離に設置されるこういつた商

業集積地区の実現可能性に疑問があります。つまりこの

地区に人が集まるようになると、中心市街地の空洞化を

よリー層推し進めることになるのではないでしょうか。

丸井の撤退をはじめとした中心市街地の空洞化に対する

活性化プランがもう少し見えてきてから、地権者との具

体的な話し合い。了解、進出店舗の青写真等ができてか

ら取り組んだとしてもおそくはありません。この事業の

市民への説明としても、市報にたった
一行書かれている

だけです。市民会館にしろ、商業集積地区の整備にし

ろ、八王子の姿を大きく変える事業です。

よく市民の方から、知らないあいだにビルができてい

る、地下駐車場ができている、といつた声を聞きます。

何をやっているのかよくわからないとも。このように市

政が見えないということが低投票率の原因でもあるので

しょう。市民にきちんと説明できないような事業は説明

できるようになるまで取り組むべきでないと思うのです

が、お考えは。

答 : この地区のポテンシャルは非常に高く、この時期を逃す

ことなく、本市の活性化に寄与させていきたいと考えて

いる。

繁市民協働の推進について

紙面の都合上、省略。議会報告会にお出かけ下さい。議事録

には掲載されます。

学カテスト、保育園等待機児童対策、読書のまち八王子

推進の専門性確保について、特別支援教育の推進、ごみ減

量化に向けての合意形成など。
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― 陣内やすこの喜つてきたこと、やつてきたこと一

卜市民参画 :市晨が主役のまうブくり
。議会報告会の定例化
・投票所の改善要望
。なんでも生活市民相談 (週 1

回)
,保育ママさんの現状打開策の

模索

,働 き続けられる保育所入所制

度の要望
・道路の街路樹・公園清掃の要望
・ごみ有料化問題を地域の課題に
,市民活動協議会会員

・審議会報醐|・運営委員会報印ヽの受け取 り拒否
・議員年金廃止を支持
・報酌‖の公開
・「つ くる つ くろう通信」発行 (年4回 以上)
・政党助成金廃止の意見書提出
・議会改革の推進

卜合 の 8全 と健 康 :

・地場野菜の朝市 開催
・病院見学会

くらしといのちを守る

地場野菜の販売です

>子 育て・教育 :『地域力」で人の麟長を後押し

卜居場所 :生活の中のコミユエケーション

・居場所カレッジ開催

地域は人材の宝庫、

学びの場の提供
。みんなの居場所オープン

フリースペースとしての自

由なたまり場。おしゃべりし

よう、つながろう。

>高 齢者 :きめ綱かなサービスを

・高齢者配食サービスの改善 ,

拡充要望
・介護保険制度の改善を求める

請願支援

調布市にな、れあい給食の見学です。
子どもたちと同じメニュー。おいし
かった。

>議 会 :情報公開と説n日責任の徹底
・市民の常識・議会の非常識をなくす
。永年勤続表彰制度の廃止要望

ごみ有料化の出前講座を実施

(出前講座の開催)

・余裕教室の地域開放の促進
・「特別支援教育」の理解 と障

がいのある子との暮らしを模

索
・引きこもりの親のサポー ト
・待機児童解消に向けての提案
・保育所の民間委託の透明性を

求めて請願支援
・上長房分校体校に疑問

分校の良さを認識しよう

高尾自然博物館の閉鎖が残念。

自然教育の拠点を失います。

>勇 tL共同参画 :廿性の声を反限させる

・男女共同参画センターの支援・

サポー ト
・女性外来の設置要望
・審議会等女性委員の参画推進

おんなの祭りに参加 しました。

みんなの居場所がオープンしました

(地域にひらかれたオープンスペース)

12日(月)布の国①
lチ日(火)議会報告会

ヨきこもり親の会

何でも生活市民相談

朝市④

布の日

ゆっ<り 話そう

何でも生活市民相談

14日(水)ゆっ<り話そう
16巳 (金)何 でも生活市民相談②

お茶の日③

みんなちがってみんないい

ゆっ<り話そう

19日(月)
20日(火)
21日(水)

コ日(土)
7日(金)
3日(土)
10日(月)
12日(水)
14日(金)
①毎週第 2・ 4月躍日 2時 ～

②毎週金躍日     3時 ～

③毎週 1・ 3月躍日  1時30分～
一服タイム     3時～

④毎週第 2・ 4土曜日 10時～

Zヨ日(金)何 でも生活市民相談

響芸員が語る“
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ご関心のある方は、ご参カロャ
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1月 5日  お茶事
]0日 物流拠点を考える学習会
]]日 ピースアクション
12日 八王子の森林視察
13日 調布市′S、れあい給食視察
17国 国ング回ングピースウォーク
18日 いま、教育が危ない (学習会)
20日 三多摩議員ネット合宿
21日 (年金寸旨定管理者制度・財政問題等学習会)
22日 子どもと本と図書館 連続講座
24日 教室の中の気になる子どもたち |

25日 あなたのごみは八ウマッチ?
26国 廃棄物審議会傍聴
28日 アクティブ市民大学
29日 高嶺小学校 道徳授業公開講座
30国 市川房枝記念会プログラム
2月 2日  平成16年度予算説明会
3日  第20回財政学校
4国  会派代表者会懇談会
9日  少子高齢化特別委員会
13国 会派代表者会
14日 アクティブ市民大学
15日 ′S、れあいフォーラム

16日 厚生水道委員会
17日 議員研修
18日 文教経済委員会

第1回居場所カレッジ (知的財産について)
1 9日

2 0日

2 1 日

22日

24国

26園

27日

28日

29日

3月 1日

2日

4日

5日

6日

7日

9日

1 0日

号1国

1 2日

1 3日

1 4日

1 5国

1 6日

1 7国

1 8日

1 9日

2 0日

2 1 国

22国

23日

24日

大横福祉センター運営協議会
全員協議会

容器包装リサイクル法街頭アクション

再開発に市民の意見を反映させよう !(学 習会)
市民企画事業プレゼンテーション

議会運営委員会
会派代表者会

本会議 (1日目)

第2回居場所カレッジ (シネマ&ト ーク)
はちバス東部ヨース運行記念式典
総務企画委員会
文教経済委員会
本会議 (2回目)
本会議 (3日目)
三多摩自治体学校
市民の政治を考える三多摩フォーラム

予算等特別委員会

予算等特別委員会

予算等特別委員会

厚生水道委員会分科会
女のまつり

学校図書館について考えましょう

厚生水道委員会分科会
文教経済委員会分科会
文教経済委員会分科会

市民活動協議会会員交流会

中学校卒業式

男女共同参画理解講座 (世田谷)「ロバート・イーズ」
ピースアクション in横 田
上長房分校訪間

予算等特別委員会
小学校卒業式
「市民のための財政講座」

25日 本会議
26日 本会議 (一般質問 *陣内)
29日 本会議 (一般質問)
30日 高尾自然博物館視察

学園都市文化な、れあい財団評議会

私たちは、 
“
働く犬
"い
わゆる補助犬 (聴導犬、盲導犬、介助

犬)と セラピー犬達の仕事振りに影から声援を送りつつ、彼ら

に必要とされる様々な補助的支援と働 く犬の啓発普及を目的に

「働く犬を支援する会」を設立いたしました。

1 各補助犬育成施設の育成方針を尊重しつつ、補助犬使用

者と共に考える「働 く犬」達に必要なサービス。 !シ ャン

プT、 使用者や犬にありがたい場所などの1青報提供、犬の

ケアに関するご相談など………

2 補助犬育成の為の寄付を目的とした募金活動。

3.補 助犬の啓発活動 :

●一般向け盲導犬使用者歩行誘導講習会

●補助犬に関する講演会

●盲導犬使用者による講演……など開催。

4.補 助犬使用者による作品および犬の必需品グッズ販売

詳しくは下記にお問い合わせ ください。

NPO(特定非日本J活動 法人 『働 く犬を支援する会」
httpi//気代恥ヽヽ Aアhatainu com/

〒25牛0082 神奈川県平塚市東豊田59牛32

(八王子支部 :芹澤 04263併 2978)

誰でもお気軽にお出かけください。「こんなことが

言いだい」「ここがゎからないJ、ざっくばらんに市政

について話しましょう。

4月 13日 快)14時 から (於 みんなの居場所)

4月13日快)18時から
(於 カフェケン北野駅南回すぐ)

居場所カレッジの初回の試みとして、 2月 18日(水)午後 7時

～ 9時 に長年企業で知的財産に関する業務に携わって来られた

大河原敏男氏 (北野台 5丁 目在住)に 「暮 らしの中の知的財産

権」というタイ トルでお話をしていただいた。日本の活路 とし

て技術創造立国と知的財産立国を目指しているなかで、日常の

暮らしの上でどのような配慮が必要か、新間記事などをコピー

する場合や電子メール ・インターネットなどの媒体で情報を送

受信する場合に著作権に関してどのように留意すべきかなどの

話が中心であった。日頃聞き慣れない言葉が飛び交う分野であ

るが、関心を持つことが必要になってきたことを実感させてく

れたと受講者から好評だった。今後も要望があれば 「知的財産

権」に関して、お話をして頂けるという承諾を受けています。

第 2回  居場所カレッジ

(終了)

第 3回  居場所カレッジ

(4月 下旬予定)

第 4回  居場所カレッジ

(5月 下旬予定)

シネマ&ト ーク 「ガールファイ トJ

思春期の女の子の生き方を考える

自然と一緒にあることを考える

学芸員が語る博物館の意義

お産を語ろう、つなげよう

助産士さんってなあに?


